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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ポンプ本体（１）を支持するレザバ（Ｒ）を備え、該本体により、噴出開口部と連通する
少なくとも一つの用量測定チャンバーの境界を定める型の液体製品またはゲル製品の分配
器であって、
　　該ポンプ本体は、下部に吸入弁（２）を備え、そして軸に沿って可動性であるピスト
ン（３）を備え、
　　該噴出開口部は、該レザバの端部において軸方向に移動可能である分配ノズル内に規
定され、ここで、該分配器は、
　該ピストンが、該分配ノズルとの摩擦によって連結され、ここで、該分配ノズルは、所
定の２つの位置の間で、該レザバに対する軸の両方向に手動作動によって移動可能であり
、
　該用量測定チャンバーが、一方に該本体（１）と該ピストン（３）との間に規定される
下部区画（１０ａ）、および他方に、該ピストンと該ノズルとの間に規定される上部区画
（１０ｂ）を備え、該下部区画および該上部区画は、該ピストンを通りぬけて設置される
管路（３０）を介して連通し、
　閉鎖弁（５）が、該用量測定チャンバーから該開口部を分離するために、該ピストンと
該ノズルとの間に配置されることを特徴とする、
分配器。
【請求項２】
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前記ノズル（Ｅ）が、蓋の形態で前記レザバを部分的に覆うように配置され、該蓋は、前
記軸に対してほぼ垂直の上部内壁を有し、該上部内壁において、前記噴出開口部が空けら
れる、請求項１に記載の分配器。
【請求項３】
前記ピストン（３）が、ポンプ本体（１）の外側にフランジ（３１）を備え、該ピストン
は、前記ノズル（Ｅ）の内部において気密性様式で滑り、前記上部区画（１０ｂ）におい
て前記製品を圧縮することを特徴とする、請求項１または２に記載の分配器。
【請求項４】
前記ピストン（３）の前記フランジ（３１）が、上肩部（３１ａ）を備え、該上肩部が該
フランジの周辺で側面スカート（３１ｂ）の下部に伸び、該側面スカートが、前記ノズル
の内部を滑ることを特徴とする、請求項２に記載の分配器。
【請求項５】
前記スカート（３１ｂ）の下縁部が、係留環（３１ｃ）を備え、該係留環は、上部位置で
前記フランジ（３１）の止めを固定するための前記本体（１）の上縁部と協同することを
特徴とする、請求項４に記載の分配器。
【請求項６】
前記ピストン（３）の下端部が、閉鎖位置で前記吸入弁（２）を閉鎖するように適合され
ることを特徴とする、請求項１～５の１つに記載の分配器。
【請求項７】
前記噴出開口部（ｅ）が、前記ピストン（３）の前記フランジ（３１）と垂直に前記ノズ
ル（Ｅ）の上部内壁を通って設置されることを特徴とする、請求項３～６の１つに記載の
分配器。
【請求項８】
前記噴出開口部（ｅ’）が、前記ピストン（３）の前記中央管路（３０）の前記軸におい
て、前記ノズル（Ｅ）の上部内壁を通って設置されることを特徴とする、請求項２～６の
１つに記載の分配器。
【請求項９】
前記閉鎖弁が、閉鎖要素（４）を備え、該閉鎖要素は、前記ノズル（Ｅ）の前記上部内壁
の内面の突出部を形成し、前記ピストンの前記中央管路（３０）の上部に滑り様式で係合
し得ることを特徴とする、請求項２～７の１つに記載の分配器。
【請求項１０】
前記閉鎖弁が、閉鎖要素（３２）を備え、該閉鎖要素は、前記ピストンに支えられ、前記
噴出開口部（ｅ’）において滑り様式で係合し得ることを特徴とする、請求項８に記載の
分配器。
【請求項１１】
前記ポンプ本体（１）は、上部位置に周辺溝部（１３）を備え、該ポンプ本体は、該周辺
溝部において、前記ピストン（３）と外側が係合して、気密性の環状唇部（３３）が、軸
方向に滑ることを特徴とする、請求項１～１０の１つに記載の分配器。
【請求項１２】
前記レザバ（Ｒ）は、瓶（Ｆ）を備え、該瓶は、前記ポンプ本体（１）の支持体の内部軸
受（ｄ）を受容し、該内部軸受上で、前記分配ノズル（Ｅ）が、可動性様式で備え付けら
れることを特徴とする、請求項１～１１の１つに記載の分配器。
【請求項１３】
前記レザバ（Ｒ）の前記内壁が、可撓性の一組の停止羽根（ａ）を備え、該停止羽根は、
前記ノズル（Ｅ）に支持される相補的な羽根（ａ’）と協同することを特徴とする、請求
項１～１２の１つに記載の分配器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体製品またはゲル製品（例えば、化粧品または薬品）の分配器に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　下部が吸入弁で塞がれ、上部にピストンを備えるポンプ本体を支持するレザバを備え、
このポンプ本体を用いて、そのピストンが分量測定チャンバーを規定し、この分量測定チ
ャンバーは、少なくとも一つの噴出開口部を備え、このポンプ本体が、レザバ上で軸方向
に移動可能である分配ノズルを備える型の分配器は、既に存在している。
【０００３】
　しかし、このような分配器において、製品の排出を停止するための閉鎖弁が存在する場
合、この閉鎖弁は、ポンプ内で噴出開口部からかなりの距離を置いて位置する。ところが
、外気と接触する領域における残存製品の存在によって、乾燥による分配通路の閉鎖およ
び／または汚染の危険性の誘発の可能性がある。
【０００４】
　その上、これらの分配器は、ピストン上部に、１つまたは複数の金属ばねの形態のピス
トンを復元するための手段を使用する。このようなバネは、調整された製品と、化学的ま
たは生物学的に常に適合するわけではない。
【０００５】
　結局は、ポンプ本体下部の気密性は、十分信頼できるわけではなく、このことは、分量
測定の精度を損なう。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、満足な様式で種々の異なる技術的課題を解決することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　より特定すると、本発明は、ポンプ本体を支持するレザバを備え、その本体により、噴
出開口部と連通する少なくとも一つの用量測定チャンバーの境界を定める型の液体製品ま
たはゲル製品の分配器に関する。ここで、そのポンプ本体は、下部に吸入弁（２）を備え
、そして軸に沿って可動性であるピストン（３）を備え、その噴出開口部は、そのレザバ
の端部において軸方向に移動可能である分配ノズル内に規定される。ここで、この分配器
は、そのピストンが、その分配ノズルとの摩擦によって連結され、ここで、その分配ノズ
ルは、所定の２つの位置の間で、そのレザバに対する軸の両方向に手動作動によって移動
可能であり、その用量測定チャンバーが、一方にその本体（１）とそのピストンとの間に
規定される下部区画（１０ａ）、および他方に、そのピストンとそのノズルとの間に規定
される上部区画（１０ｂ）を備え、この２つの区画（その下部区画およびその上部区画）
は、そのピストンを通りぬけて設置される管路（３０）を介して連通し、閉鎖弁（５）が
、その用量測定チャンバーからその開口部を分離するために、そのピストンとそのノズル
との間に配置されることを特徴とする。
【０００８】
　可能な実施形態によると、ノズルは、蓋の形態で前記レザバを部分的に覆うように配置
され、その蓋は、前記軸に対してほぼ垂直の上部内壁を有し、その上部内壁において、前
記噴出開口部が空けられる。この内壁は、比較的薄くあり得るので、その噴出開口部また
は各々の噴出開口部は、細長い微小な孔に要約され、この孔において、乾燥され得る製品
の量は、微小である。１つの実施形態によると、このピストンは、内部において、この孔
に直接接触され、そして別の実施形態において、閉鎖弁は、このピストンによって支えら
れる閉鎖要素を備え、そしてこの弁は、製品が全く乾燥し得ないように、それ自体噴出開
口部において気密様式で係合する。
【０００９】
　有利な特徴によると、ピストンは、ポンプ本体の外側にフランジを備え、このピストン
は、外部の方に製品を送り出すために、ノズルの内部に対して気密様式で滑り、上部区画
内でこの製品を圧縮する。
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【００１０】
　別の有利な特徴によると、フランジは、その周囲で側面スカートに延長する上肩部を備
える。後者のスカートは、それ自体のノズル内で、特定の摩擦を伴って滑る。
【００１１】
　好ましくは、このスカートの下端部は、ピストンの上部位置でフランジの止めを固定す
るための、ポンプ本体の上縁部と協同する係留輪を備える。
【００１２】
　第１の改変によると、１つまたは複数の噴出開口部は、前記ピストンのフランジと垂直
にノズルの上部内壁を通り抜けて設置される。
【００１３】
　別の改変によると、ただ１つの噴出開口部は、ピストンの中心の管路の軸において、ノ
ズルの上部内壁を通り抜けて設置される。このピストンに備えられる閉鎖要素は、この噴
出開口部内に係合し得る。
【００１４】
　別の改変によると、閉鎖弁は、ノズルの上部内壁の内部表面の、軸方向の突出部となる
閉鎖要素を備える。この閉鎖要素は、ピストンの中心の管路の上部において、気密様式で
係合し得る。
【００１５】
　本発明の別の特徴によると、ポンプ本体は、上部に周縁溝を備え、この周縁溝において
、前記ピストンのフランジと連動して、気密性の環状唇部は、軸方向に滑る。
【００１６】
　改変によると、レザバは、ポンプ本体の支持体の内部軸受を受容する瓶を備える。分配
ノズルは、この軸受の上に可動性様式で備え付けられる。
【００１７】
　改変によると、レザバの内壁は、一式の可撓性の停止羽根を備え、この羽根は、ノズル
に支持される相補的な羽根と協同する。
【００１８】
　本発明による分配器の配置は、一定の製品の分配を容易にする排出気密室を形成する、
２つの区画を備えるチャンバーを備える。
【００１９】
　羽根について、閉鎖弁の場所は、上部の気密性を保証し、これは、分配器の密閉性およ
び製品の防護を保証する。
【００２０】
　その上、下部の気密性は、ピストンそれ自体によって、閉鎖位置にある吸入弁の閉鎖を
強化する。
【００２１】
　本発明は、図面を参照して以下の詳細な説明を読むことによって、図面に基づいてより
よく理解される。
【００２２】
　図面に示される分配器は、より特定すると、化粧品または薬品の調節のためのものであ
る。図１に示されるように、分配器の第１の実施形態は、棒のような円柱状の形態を有す
る。
【００２３】
　この分配器は、ポンプ本体１を支持するレザバＲを備え、このポンプ本体１は、吸入弁
２によって下部が閉鎖され、そしてレザバの内部に伸長する取込管１１の方にのびる。弁
２は、ポンプ本体１の円錐台状部分１２中に配置される球２１から構成され、このポンプ
本体１は、供給管の境界を定める。この球は、２つの止めの間で、軸方向の移動が自由で
あるように配置される。
【００２４】
　レザバＲは、分配器Ｅのノズルの下にあり、このノズルの内壁に、４つの噴出開口部ｅ
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が設置される。このノズルＥは、上記のように、全体として円柱状の蓋の形態を有する。
本体１は、上部にこの本体１によって境界が定められるピストン３およびノズルＥ、噴出
開口部ｅと連通する用量測定チャンバーを備える。閉鎖弁５は、ノズルＥとピストン３と
の間に規定される。ノズルＥは、レザバＲに関して軸方向に移動可能であり、例えば、ノ
ズルＥのレザバに関する軸方向の移動および滑りを行うことができ、すなわち、代表的で
はない１つの改変によると、レザバＲの上にノズルＥを留め／外すための軸方向の移動を
行い得る。
【００２５】
　図２Ａ～図２Ｄの実施形態において、レザバＲは、ポンプの本体１を支持する内部軸受
ｄを受容する瓶Ｆを備える。
【００２６】
　この軸受ｄは、その下部を、半径方向の締め付け装置を備えるレザバの溝内にはめ込ま
れる。この軸受は、レザバ、環状空間６で境界を定めるように成形され、環状空間６内に
配置され、並進および／または回転してノズルＥの内壁を移動する。ポンプ本体１は、通
気孔１４を備え、この通気孔は、レザバＲの内部に存在する部分の側面内壁を横切って形
成され、空気の再取り込みを可能にする。この開口部１４は、本体１の上部が軸受ｄの溝
で半径方向の軽い締め付け装置にはめ込まれるために、ここで小穴１５に連結される。
【００２７】
　用量測定チャンバーは、一方では、本体１とピストン３の円柱状中心部３ａとの間に位
置する下部区画１０ａを、そして他方では、ピストン３とノズルＥの内壁との間に位置す
る上部区画１０ｂで構成される（図２Ｃ、２Ｄおよび５Ｂを参照のこと）。下部区画１０
ａおよび上部区画１０ｂは、体積が可変であり、そしてピストン３の中心部分３ａを通し
てここで軸方向に設置される、管路３０を通じて他方と連通し得る。
【００２８】
　ピストン３は、本体１の外部のフランジ３１を有し、これは、区画１０ｂの一部の境界
を定め、そして、上部区画１０ｂにおいて製品を圧縮するように、ノズルＥの内部に気密
様式ですべり得る。
【００２９】
　ピストン３は、ポンプ本体１に関してもノズルＥに関しても、軸方向に並進移動性であ
る。このピストン３は、スカート３１ｃのおかげで、ノズルＥに対して摩擦で連結する。
このピストン３は、下部のあたりで、吸入弁２の球２１で、そして上部のあたりで、ノズ
ルＥの上部内壁７の内面で支えられる。この内壁は、わかるように、ピストンの移動の軸
に対してほぼ垂直である。
【００３０】
　従って、ピストン３は、用量測定チャンバーの下部区画１０ａ、次いで上部区画１０ｂ
において順々に、２つの作用を及ぼし、２サイクルで製品の噴出を導く。
【００３１】
　フランジ３１は、その周囲に延長する上肩部３１ａを備え、その下部のあたりで、側面
スカートに対して、ノズルＥの円柱下部側面内壁で、軽い摩擦によって滑る。スカート３
１ｂの下縁部は、フランジ３１の上部止めを固定するための、本体１の上縁部１ａと協同
する係留輪３１ｃを備える。
【００３２】
　図１～３の実施形態において、閉鎖弁５は、針弁４の形態の閉鎖要素から構成され、ノ
ズルＥの内壁７の内面の突出部を形成する。この針弁は、ピストンの管路３０の上部にお
いて気密性滑りで係合し得る。４つの噴出開口部ｅは、この針弁の周りに配置される。閉
鎖弁の閉鎖気密性は、ここで、管路３０の上部において、針弁４の滑らかな滑りでの係合
によって、主に得られる。しかし、ここで、これらの開口部がノズルＥの上部内壁を通っ
て設置されるので、フランジ３１の肩部３１ａの正面に、区画を閉鎖する内壁を配置する
。図１～３に記載されるこの実施形態の作用は、以下である。
【００３３】
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　ノズルＥの図２Ａに示される位置からの上昇に従って、ピストンは、上部のあたりで摩
擦によって引きずり込まれ、ノズルＥ内に固定されたままであり、これは、ピストンの環
部３１ｃがポンプ本体の縁部１ａで支持される状態になるまで、吸入弁の閉鎖および下部
区画の充填を引き起こす（図２Ｂ）。取り外しを続けることによって、ピストンのノズル
を分離し、上部区画１０ｂを開放し、この上部区画は、次に満たされる。この移動は、噴
出開口部ｅからの放出を伴い、そして製品の分配のためのシステムを用意する（図２Ｃ）
。
【００３４】
　下降に従って、ノズルは、移動し、半径方向の締め付け装置によって固定されるピスト
ン３をまず引きずり込み、噴出開口部は開放され、そして吸入弁２は閉鎖する。下部区画
１０ａにおける製品の圧縮は、この製品の噴出を保証する。ピストンがポンプ本体で支え
られる状態になる場合、吸入弁２の閉鎖が確認され、そしてノズルＥは、その下降を続け
、噴出開口部ｅが内部を閉鎖されるまで、上部区画１０ｂの内部で製品を圧縮する（図２
Ｄ）。
【００３５】
　工程の終わりに、固定手段４６は、係留効果により機能し、レザバＲに関してノズルＥ
の位置を安定にする。これらの固定手段は、ここで、軸受ｄの外部に準備される環状輪４
７およびノズルＥの下部内壁の基板に設置される適合環状溝４８で構成される。これらの
固定手段は、吸入弁２の閉鎖および閉鎖弁５の閉鎖を確実にし、強化する。
【００３６】
　図４、５Ａおよび５Ｂの実施形態において、図１～３の実施形態のものと類似する部分
は、同じ参照番号を有する。閉塞要素は、ピストン３が有し、そして、ノズルＥの単一の
噴出開口部ｅ’内で、気密的滑りによって係合し得る。この閉鎖要素は、フランジ３１と
結合する突起３２を備え、そして管路３０と同軸上に伸びる。
【００３７】
　単一の噴出開口部ｅ’は、管路３０の軸において、ノズルＥの上部内壁を通って、形成
されるが、ここで、この噴出開口部ｅ’は、前記される実施形態の開口部ｅの半径より大
きな半径を有する。開口部ｅ’は、突起３２が円柱状である一方、尖頭円筒形である。
【００３８】
　中心管路３０は、ここで、用量測定チャンバーの上部区画１０ｂに通じ、肩部３１ａに
設置された穴３４を通って、突起３２の周りの連結留め金の間に規定される。
【００３９】
　第２の実施形態において、ポンプ本体１は、上部に周辺溝１３を備え、この周辺溝にお
いて、ピストン３に接合された環状気密性唇部３３が滑る。この唇部は、フランジ３１の
肩部３１ａの下面で支えられる。通気孔１４の開口部は、本体の上部側面内壁と溝１３と
の間に形成される。この開口部は、本体１の上部は、軸受ｄ内の半径方向の軽い締め付け
装置にはめ込まれ、小穴１５に連結する。空気は、軸受ｄとノズルＥとの間を流れ得る（
図５Ｂを参照のこと）。
【００４０】
　唇部３３の側面内壁は、外側面上に縮管加工を示し、そして高さｈ伸びる。この縮管加
工は、レザバＲにおいて、フランジ３１の上部位置で、開口部１４を通る空気の再取り込
みのための通路の境界を定める。
【００４１】
　レザバＲの内壁（より正確には、瓶Ｆ）は、一式の可撓性の停止羽根ａを備え、これは
、ノズルＥの外側面内壁支持される相補的羽根ａ’と協同する。
【００４２】
　羽根ａ、ａ’の弾力性は、ノズルＥの下端部の、瓶Ｆと軸受ｄとの間に位置する挿入ス
ペースへの導入を可能にする。
【００４３】
　ノズルＥが上部位置に到達する場合、ノズルの羽根ａ’は、瓶の羽根ａに支持される状
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態で固定される。
【００４４】
　この実施形態は、レザバＲ内での製品の容易な調節を可能にし、ピストンが閉鎖した状
態で、ノズルＥで軸受を逆向きに塞ぐ。次いで、瓶Ｆは、分配器をひっくり返す前に、レ
ザバの底部を形成するために、軸受ｄの上に蓋の手段を備え付けられる。
【００４５】
　第２の実施形態による、分配器の機能形態は、以下に記載される。
【００４６】
　図５Ａに示される位置において、ピストンの末端は、管路３０の下縁部で、閉鎖位置で
吸入弁を閉鎖するための球２１が、下部のあたりで支持される状態になる。これらの固定
手段４６は、この閉鎖を確実にする。
【００４７】
　この位置において、用量測定チャンバーの体積は、ノズルＥがフランジ３１の肩部３１
ａと接触する位置に存在するので、最小である。区画１０ａおよび１０ｂの間隔を空ける
体積は、実際には０である。
【００４８】
　閉鎖要素３２は、排出開口部ｅ’において係合し（図５Ａ）、これは、製品のいずれの
部分も大気と接触することなしに、分配器の完全な気密性を保証する。
【００４９】
　ノズルＥが前記位置から移動される場合、上部のあたりで、吸入弁は、このノズルでピ
ストン３のフランジ３１を引きずり、この吸入弁を開き、そして下部区画１０ａは、製品
で満たされる。この運動は、環部３１ｃが本体１の上端部に支えられる状態になるまで続
行する。ノズルＥのこの移動の継続は、このノズルと本体１で支えられたままでいるピス
トンのフランジ３１（図５Ｂ）との間の分離を引き起こす。この移動は、中央管路３０と
噴出開口部ｅ’とを外す。このように、閉鎖弁の開口部が開通される。
【００５０】
　次いで、ノズルＥの運動の継続は、図５Ｂに示されるように、用量測定チャンバーの上
部区画１０ｂの充填を伴い、この運動の継続は、チャンバーの２つの区画における、製品
を全て圧縮し、このことは、開口部ｅ’に対するこのチャンバーの分配を保証する。
【００５１】
　上記された２つの実施形態において、閉鎖弁は、ノズルＥの内壁末端に設置される、１
つまたはいくつかの噴出開口部（ｅまたはｅ’）のすぐ近傍に配置されることは注目すべ
きである。このように、分配器が閉鎖される場合に、製品が大気と接触することを免れる
。従って、過剰量の製品の乾燥による装置の閉塞の危険性および製品の汚染の危険性を削
除する
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】図１は、本発明の分配器の第１の実施形態の斜視図である。
【図２】図２Ａ～図２Ｄは、図１の分配器の、種々の位置における垂直断面図を示す。
【図３】図３は、図１の分配器の、図２Ａの位置における水平断面図を示す。
【図４】図４は、本発明の分配器の第２の実施形態の斜視図である。
【図５】図５Ａおよび図５Ｂは、それぞれ閉鎖位置および開放位置での、図４の分配器の
垂直断面図を示す。
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